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年度02 [終了予定] 年度-　 　

①一般区民　②町会

〔法令等名〕

0

600

　決算額　　(単位：千円) 600

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

施設見学会の満足度

台東区清掃リサイクル推進協議会が実施する自主的活動に要する経費の一部に対し、補助金を交付することにより、まちの
美化・ごみ減量・リサイクルの推進を図る。

　

事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区清掃リサイクル推進協議会事業補助金交付要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 台東区清掃リサイクル推進協議会助成

要綱

所
管

環境清掃部

台東清掃事務所

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

1

なし

・まちの美化・ごみ減量・リサイクルを推進するための自主的活動を行う台東区清掃リサイクル推進協議会に対して、活動経
費の一部を助成する。
・助成金額：補助対象経費の２分の１以内で600,000円を限度
・補助対象経費：施設見学会実施経費、啓発用品の作成経費等

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

件助成件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
1

577

2,727

人

回

成果指標
施設見学会の参加者数

2,666　人にかかるコスト（人件費など）

3

3,297

会議の開催回数を減らすことにより、会議開催経費を施設見学会などのごみ減量・リサイクル推進に資する普及啓発
活動経費に充当した。

0

2

60

100

2

101

3,297

2,720

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 3,266

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

まちの美化やごみの適正処理を推進していくためには、区が実施する清掃リサイクル事業とと
もに区民による自主的な活動が不可欠である。
また、施設見学会の満足度をさらに把握するため、区民だけではなく推進協議会役員に対して
もアンケートを実施し、アンケート結果を見学会の内容充実に生かしていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

まちの美化・ごみ減量・リサイクルを推進していくためには、行政による働きかけだけではなく、地域住民による
自主的な清掃活動や住民相互の意識啓発が不可欠である。

改善

評
価
結
果

２６年度も区民対象施設見学会の定員を増やしたため、多くの区民にごみ減量・リサイクル推進に関する意識
啓発の機会を提供することができた。

3 協議会役員は地域の中で指導的な役割を担う町会役員で構成されるている。行政と連携してまちの美化やご
みの適正処理に関する意識啓発を推進していくためには、協議会による様々な取組みが最も適切である。

協議会役員は先頭に立って地域清掃を実施し、ごみと資源の正しい分別方法などの普及啓発活動を行ってい
るため、まちの美化やごみの適正処理が最も効率的に推進される。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

577

3,266

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

0 0

3,327

3,327

0

効率性

600

600

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

1

2

0

10090.0 100％

2

60

1

104

施設見学会の開催回数

0


